
役
場
に
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ま
が
安

全
・
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
役
場
庁
舎
入
口
に
防
犯
・
防
災
を

目
的
と
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

令
和
３
年
５
月
20
日
か
ら
運
用
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
撮
影
さ
れ
た
映
像
の
取
扱
い

に
つ
き
ま
し
て
は
、
警
察
の
犯
罪
捜
査

へ
の
情
報
提
供
の
場
合
を
除
き
、
第
三

者
へ
の
閲
覧
・
情
報
提
供
は
致
し
ま
せ

ん
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
企
画
財
務
広
報
グ
ル
ー
プ

電
話
26―

９
０
２
１

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
春
か
ら
秋
に

か
け
て
ハ
チ
の
活
動
も
始
ま
り
７
月
〜

９
月
に
か
け
て
は
ハ
チ
の
数
も
増
え
、

軒
下
や
庭
木
、
土
の
中
、
時
に
は
廃
タ

イ
ヤ
の
中
な
ど
に
も
巣
を
作
り
ま
す
。

ハ
チ
は
気
温
が
高
く
な
る
と
活
発
に

な
る
た
め
、
巣
に
近
づ
い
た
り
刺
激
を

与
え
る
と
刺
さ
れ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

ハ
チ
（
特
に
ス
ズ
メ
バ
チ
）
に
刺
さ

れ
る
事
故
は
、
毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
発
生
し
て
い
ま
す
。

ハ
チ
の
生
態
を
知
っ
て
落
ち
着
い
て

対
処
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
ら

専
用
の
防
護
服
を
着
用
し
な
い
で
ハ

チ
の
巣
を
駆
除
す
る
こ
と
は
大
変
危
険

で
す
の
で
、
自
宅
敷
地
内
等
で
ハ
チ
の

巣
を
発
見
し
た
場
合
は
自
分
で
駆
除
し

よ
う
と
せ
ず
、
町
で
駆
除
処
理
を
委
託

し
て
い
る
「
剣
淵
建
設
企
業
組
合
」
ま

た
は
住
民
課
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
手
当
て

を
①
ま
ず
は
姿
勢
を
低
く
し
て
す
ぐ
に
そ

の
場
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

※
ハ
チ
の
毒
に
は
化
学
物
質
（
警
戒
フ

ェ
ロ
モ
ン
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
周

囲
の
ハ
チ
を
刺
激
し
集
中
的
に
攻
撃

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
刺
さ
れ
た
部
分
を
血
が
に
じ
む
ぐ
ら

い
指
で
し
ぼ
っ
て
毒
を
出
し
、
水
で

洗
い
流
し
た
あ
と
は
氷
な
ど
で
冷
や

し
な
が
ら
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

※
毒
は
口
で
吸
い
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
口
に
傷
が
あ
る
と
そ
こ
か
ら
毒

が
吸
収
さ
れ
ま
す
。

③
過
去
に
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
こ
と
の
あ

る
人
や
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
は
、

呼
吸
困
難
、
顔
面
蒼
白
、
発
疹
、
吐

き
気
、
激
し
い
悪
寒
な
ど
の
シ
ョ
ッ

ク
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
対
応

が
遅
れ
る
と
大
変
危
険
で
す
の
で
、

直
ち
に
病
院
で
治
療
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

剣
淵
建
設
企
業
組
合

電
話
34―

２
１
４
５

住
民
課
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

電
話
26―

９
０
２
６

児
童
手
当
の
受
給
対
象
と
な
る
方
は

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
役
場
住
民
課

か
ら
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
の
ご
案

内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
日
ま

で
に
必
ず
お
手
続
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
こ
の
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の

状
況
を
把
握
し
、
６
月
分
以
降
の
児

童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る
た
め

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

▼
支
給
対
象

中
学
校
終
了
ま
で
の
児
童
を
養
育
さ

れ
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
月
額

３
歳
未
満

１
万
５
千
円

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

 
 
 
 
 
 

１
万
円
（
第
３
子
以
降

は
１
万
５
千
円
）

中
学
生 

 

１
万
円

※
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所
得
が

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、

特
例
給
付
と
し
て
月
額
５
千
円
の
支

給
と
な
り
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

電
話
26―

９
０
２
６

ハ
チ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

児
童
手
当
の
現
況
届
の

提
出
に
つ
い
て

役
場
庁
舎
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
つ
い
て



例
年
７
月
１
日
に
挙
行
し
て
お
り
ま

す
「
剣
淵
町
招
魂
祭
」
に
つ
き
ま
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防

の
た
め
、
一
般
の
方
の
参
列
を
控
え
、

ご
遺
族
等
の
参
列
者
に
縮
小
し
挙
行
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
招

魂
祭
前
の
「
慰
霊
音
楽
行
進
」
、
「
陸
上

自
衛
隊
第
２
音
楽
隊
演
奏
会
」
に
つ
い

て
は
、
中
止
い
た
し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

剣
淵
町
招
魂
祭
奉
賛
会
事
務
局 

（
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
グ
ル
ー
プ
） 

電
話
34―

３
９
５
５

〜
現
況
届
に
つ
い
て
〜

農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
末
ま
で
に
受
給
継
続
の

た
め
の
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
業
者
年
金
基
金
か

ら
郵
送
さ
れ
て
い
る
書
類
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
期
日
ま
で
に
農
業
委
員
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
〜

農
業
者
年
金
は
、
支
払
っ
た
年
金
保

険
料
と
そ
の
運
用
で
受
け
る
「
積
立
方

式
」
の
公
的
年
金
で
す
。

▼
加
入
要
件

(1)
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
こ
と
。

(2)
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
あ

る
こ
と
。

(3)

60
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

掛
け
金
に
国
か
ら
の
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
「
政
策
支
援
」
の
制
度

も
あ
り
ま
す
。

政
策
支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
要
件

が
あ
り
ま
す
が
、
大
変
有
利
な
制
度
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

（
制
作
支
援
の
対
象
と
な
る
方＝

認
定

農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る
35

歳
未
満
の
方
ほ
か
）

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
剣
淵
基
幹
支
所

（
営
農
課
）

電
話
34―

２
０
１
１

剣
淵
町
農
業
委
員
会
事
務
局

電
話
26―

９
０
２
８

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供
す
る
た
め
、

今
年
４
月
か
ら
、
健
康
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
）
と

剣
淵
町
保
育
所
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内
に
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

出
産
・
育
児
に
関
す
る
お
悩
み
や
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

電
話
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

剣
淵
町
内
の
妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
と

保
護
者
の
方

◇
お
問
い
合
わ
せ
先
・
開
設
時
間

健
康
福
祉
課
内
（
保
健
師
・
栄
養
士
）

開
設
時
間
：
平
日
８
時
15
分
〜
17
時

電
話
34―

３
９
５
５

剣
淵
町
保
育
所
内

（
利
用
者
支
援
専
門
員
）

開
設
時
間
：
毎
週
月
、
水
、
木
、
金

９
時
〜
16
時

電
話
34―
２
６
４
４

剣
淵
町
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
『
剣
淵
町
招
魂
祭
』
の

一
般
参
列
中
止
に
つ
い
て

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

ほ
く
で
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ



〜
夏
山
遭
難
の
防
止
〜

「
体
力
や

技
術
の
過
信

事
故
の
も
と
」

(1)
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
登
山
計

画
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

登
山
技
術
、
体
力
、
経
験
に
応
じ
た

山
を
選
ぶ
な
ど
無
理
の
な
い
計
画
を
立

て
、
登
山
計
画
書
を
作
成
し
て
、
家
族

や
職
場
等
に
渡
す
ほ
か
、
最
寄
り
の
警

察
署
又
は
交
番
・
駐
在
所
に
提
出
し
ま

し
ょ
う
。

(2)
複
数
人
に
よ
る
登
山
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う

事
故
の
遭
遇
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

経
験
豊
富
な
リ
ー
ダ
ー
等
と
一
緒
に
登

山
し
ま
し
ょ
う
。

(3)
万
全
の
装
備
と
余
裕
あ
る
食
料
等

を
準
備
し
ま
し
ょ
う

登
山
時
の
装
備
不
備
や
食
料
不
足
が

最
悪
の
事
態
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。急

激
な
天
候
の
変
化
に
も
耐
え
る
こ

と
が
で
き
る
十
分
な
装
備
と
、
停
滞
時

に
備
え
た
食
料
や
燃
料
等
を
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

(4)
携
帯
電
話
を
持
ち
ま
し
ょ
う

万
一
の
遭
難
に
備
え
、
携
帯
電
話
を

必
ず
持
ち
ま
し
ょ
う
。

(5)
気
象
情
報
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

入
山
前
に
は
必
ず
天
気
予
報
を
確
認

し
、
天
候
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
登
山
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
途
中
で
天
候
が
悪
化
し
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
引
き
返
す
な
ど
安
全
な

登
山
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〜
北
海
道
警
察
官
の
募
集
〜

「
誰
か
の
笑
顔
を
守
る
。
そ
ん
な
仕
事

が
あ
る
」

▼
受
付
期
間
（
電
子
申
請
）

令
和
３
年
７
月
１
日
（
木
）
〜

令
和
３
年
８
月
20
日
（
金
）

午
後
５
時
30
分
ま
で

※
士
別
警
察
署
窓
口
に
提
出
さ
れ
る
場

合
は
、
平
日
午
前
８
時
45
分
か
ら
午

後
５
時
30
分
ま
で
、
受
付
期
間
は
電

子
申
請
と
同
じ
期
間
で
す
。
お
早
め

に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日

①
第
一
次
試
験

令
和
３
年
９
月
19
日
（
日
）

②
第
二
次
試
験

令
和
３
年
10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬

③
募
集
人
数

・
Ａ
区
分
：
大
学
等
を
卒
業
し
た
者

（
令
和
４
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
者
を
含
む
）

男
性
40
名
程
度

女
性
15
名
程
度

・
Ｂ
区
分
：
Ａ
区
分
以
外
の
者

（
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
必
要
で
す
）

男
性
１
２
５
名
程
度

女
性
40
名
程
度

▼
第
一
次
試
験
地

旭
川
市
、
名
寄
市
、
稚
内
市
な
ど

詳
し
く
は
、
士
別
警
察
署
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
士
別
警

察
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

士
別
警
察
署

電
話
０
１
６
５―

23―

０
１
１
０

〜
自
衛
官
募
集
に
つ
い
て
〜

興
味
の
あ
る
方
や
詳
し
い
説
明
を
聞

き
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄
出

張
所

電
話
０
１
６
５
４―

２―

３
９
２
１

住
所
〒
０
９
６―
０
０
１
１

名
寄
市
西
１
条
南
９
丁
目
45

士
別
警
察
署
か
わ
ら
版

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
か
ら

お
知
ら
せ

一般曹候補生 自衛官候補生 航空学生

応募

資格

18歳以上 33歳未満

(令和 4年 4月 1日現在)

航空自衛隊希望者：18歳以上 21歳未満

海上自衛隊希望者：18歳以上 23歳未満
(令和 4年 4月 1日現在)

※共に高卒、見込み含みます

受付

期間

令和 3年 7月 1日(木)～

令和 3年 9月 6日(月)
年間を通じて行っています。

令和 3年 7月 1日(木)～

令和 3年 9月 9日(木)

試験日
令和 3 年 9月 16日(木)～

令和 3年 9月 19日(日)

令和 3年 7月 11日(日)･12日(月)

※いずれか 1日を指定できます。

※8月以降も試験はあります。

1次試験:令和 3年 9月 20(月）

2次試験:令和 3年 10月 16(土)～21日(木)
※2次試験についてはいずれか指定する 1日

会場
9月 16日(名寄市)

9月 17日･18 日(旭川市)
※いずれか 1日を指定できます。

旭川市

※新型コロナウイルス感染症の状況により日程や会場が変更となる場合があります。


